
JP 2020-502024 A5 2021.3.25

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年3月25日(2021.3.25)

【公表番号】特表2020-502024(P2020-502024A)
【公表日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2019-531382(P2019-531382)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/48     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  28/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   35/48     　　　　
   Ｃ０４Ｂ   28/06     　　　　

【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焼結されたコンクリートで作製された部材を含む、ガラス生産ユニットであって、該焼
結されたコンクリートが、酸化物に基づく質量百分率で、且つ合計１００％で、下記の平
均化学組成：
　ＺｒＯ２：５５～７０％、
　ＳｉＯ２：２５～４０％、
　Ｐ２Ｏ５：０．２～９．０％、
　Ａｌ２Ｏ３：０．５～７．０％、
　ＣａＯ：＞０．２％、
　ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２Ｏ３：０．２～１０．０％、
　ＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２Ｏ３：≦７．５％、
　Ｂ２Ｏ３＋ＭｇＯ：≦４．５％、
　ＺｒＯ２＋ＳｉＯ２＋Ｐ２Ｏ５＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２Ｏ３

：≧９５．０％
を有し、且つ結晶相の質量に基づく質量百分率で７０％超のジルコンを含有し、
前記酸化物が、前記焼結されたコンクリートの質量の９８．５％超を占める、
前記ガラス生産ユニット。
【請求項２】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２の含有量が、５７％超～６７％未満であり；及び／又は
　ＳｉＯ２の含有量が、２６％超～３７％未満であり；及び／又は
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．３％超～８．５％未満であり；及び／又は
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．３％超～９．５％未
満であり；及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．３％超～７．９％未満であり；及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、７．０％未満であり；及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、４％未満であり；及び／又は
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　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、Ｐ２Ｏ５、Ａｌ２Ｏ３、ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ

３以外の酸化物の含有量の合計が、４．５％未満である、
　となる組成である、請求項１に記載のガラス生産ユニット。
【請求項３】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２の含有量が、５８％超～６５％未満であり；及び／又は
　ＳｉＯ２の含有量が、２７％超～３５％未満であり；及び／又は
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．７％超～５．０％未満であり；及び／又は
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％超～５．９％未
満であり；及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．４％超～５．０％未満であり；及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、３．５％未満であり；及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、２．４％未満であり；及び／又は
　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、Ｐ２Ｏ５、Ａｌ２Ｏ３、ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ

３以外の酸化物の含有量の合計が、３．０％未満である、
　となる組成である、請求項２に記載のガラス生産ユニット。
【請求項４】
　ジルコンの含有量が、結晶相に基づく質量百分率で、８０％超である、請求項１～３の
いずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項５】
　前記部材がブロックの形態であり、そのすべての寸法が１ｍｍ超である、請求項１～４
のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項６】
　前記焼結されたコンクリートが、酸化物に基づく質量百分率で、且つ合計１００％で、
下記の平均化学組成：
　ＺｒＯ２：５５～７０％、
　ＳｉＯ２：２５～４０％、
　ＣａＯ：０．２～３．０％、
　Ａｌ２Ｏ３：０．５～７．０％、
　ＭｇＯ：０．１～３．０％、
　Ｐ２Ｏ５：０．３～９．０％、
　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ及びＰ２Ｏ５以外の酸化物：＜５．
０％
を有する、請求項１～５のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項７】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２＞５９％、及び／又は
　ＳｉＯ２＞２７％、及び／又は
　ＣａＯ＞０．４％、及び／又は
　Ａｌ２Ｏ３＞１．０％、及び／又は
　ＭｇＯ＞０．３％、及び／又は
　Ｐ２Ｏ５＞０．７％
　となる組成である、請求項６に記載のガラス生産ユニット。
【請求項８】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２＞６１％、及び／又は
　ＳｉＯ２＞２９％、及び／又は
　ＣａＯ＞０．５％、及び／又は
　Ａｌ２Ｏ３＞１．５％、及び／又は
　ＭｇＯ＞０．４％、及び／又は
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　Ｐ２Ｏ５＞１．２％
　となる組成である、請求項７に記載のガラス生産ユニット。
【請求項９】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２＜６７％、及び／又は
　ＳｉＯ２＜３５％、及び／又は
　ＣａＯ＜２．０％、及び／又は
　Ａｌ２Ｏ３＜６．０％、及び／又は
　ＭｇＯ＜２．１％、及び／又は
　Ｐ２Ｏ５＜５．０％、及び／又は
　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ及びＰ２Ｏ５以外の酸化物＜３．５
％
　となる組成である、請求項１～８のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１０】
　上記組成が：
　ＺｒＯ２＜６５％、及び／又は
　ＳｉＯ２＜３１％、及び／又は
　ＣａＯ＜１．２％、及び／又は
　Ａｌ２Ｏ３＜４．０％、及び／又は
　ＭｇＯ＜０．９％、及び／又は
　Ｐ２Ｏ５＜３．０％、及び／又は
　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ及びＰ２Ｏ５以外の酸化物＜２％
　となる組成である、請求項９に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１１】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．３％超～５．８％未満であり、
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．１％超～６．５％未満であり、
　ＭｇＯの含有量が、０．５％未満であり、
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＣａＯの含有量が、０．３％超～３％未満であり、
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、１％未満であり、
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．３％超～１０％未満
であり、且つ
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．１％超～７．０％未満である
、
請求項１～５のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１２】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．５％超～３．０％未満であり、及び／又は
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．５％超～３．５％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯの含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．４％超～２．０％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、０．６％未満であり、及び／又は
ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．７％超～５．１％未満
であり、及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％超～４．４％未満である
、
請求項１１に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１３】
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　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．２５％超～８．３％未満であり、
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．０５％超～４．０％未満であり、
　ＭｇＯの含有量が、０．５％未満であり、
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＣａＯの含有量が、０．３％超～３％未満であり、
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．３％超～８．０％未
満であり、
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．０５％超～５．０％未満であ
り、且つ
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、０．０５％超～４．５％未満である、
請求項１～５のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１４】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．７％超～４．５％未満であり、及び／又は
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．２％超～２．０％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯの含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．４％超～１．５％未満であり、及び／又は
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％超～４．２％未
満であり、及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．２％超～３．０％未満であり
、及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、０．２％超～３．０％未満である、
請求項１３に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１５】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．２５％超～７．０％未満であり、
　ＣａＯの含有量が、０．３％超～８．４％未満であり、
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＭｇＯの含有量が、０．５％未満であり、
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．３％超～９．５％未
満であり、
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、１．５％未満であり、且つ
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、１．０％未満である、
請求項１～５のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１６】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．４％超～３．５％未満であり、及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．８％超～５．０％未満であり、及び／又は
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯの含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．７％超～４．５％未
満であり、及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％未満である、
請求項１５に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１７】
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　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．２５％超～６．５％未満であり、
　Ａｌ２Ｏ３の含有量が、０．８％超～６．５％未満であり、
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＭｇＯの含有量が、０．５％未満であり、
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．５％未満であり、
　ＣａＯの含有量が、０．３％超～３％未満であり、
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．２％超～４．５％未
満であり、
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、１．５％未満であり、且つ
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、１．０％未満である、
請求項１～５のいずれか１項に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１８】
　前記焼結されたコンクリートにおいて、
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．６超であり、及び／又は
　Ａｌ２Ｏ３の含有量が、１．５％超～６．０％未満であり、及び／又は
　Ｂ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯの含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　Ｆｅ２Ｏ３の含有量が、０．３％未満であり、及び／又は
　ＣａＯの含有量が、０．４％超～２．０％未満であり、及び／又は
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、０．３％超～３．０％未
満であり、及び／又は
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計が、１．０％未満であり、及び／又は
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計が、０．５％未満である、
請求項１７に記載のガラス生産ユニット。
【請求項１９】
　上記部材が、
　平板ブロック、
　床スラブ、
　上部構造部材、
　供給チャネルのチャネルブロック、
　バーナーユニット、
　消耗品、
　ダンナー（Ｄａｎｎｅｒ）法に従うガラス管の製造において使用されるマンドレル、
　電極ホルダーブロック
によって形成される群から選択される、請求項１～１８のいずれか１項に記載のガラス生
産ユニット。
【請求項２０】
　前記消耗品が、チューブ、プランジャー、撹拌器、回転子、オリフィスリング、又は注
ぎ口である、請求項１８に記載のガラス生産ユニット。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか１項に記載のガラス生産ユニットの部材の焼結されたコンク
リートを製造する為の方法であって、以下の逐次工程：
　ａ）粒状出発材料を混合して供給原料を形成すること、
　ｂ）水を加えることによって上記供給原料を活性化して生コンクリートを得ること、
　ｃ）上記生コンクリートを成形すること、
　ｄ）上記生コンクリートを硬化させて硬化コンクリートを得ること、
　ｅ）上記硬化コンクリートを焼結して上記焼結されたコンクリートを得ること
を含み、上記焼結されたコンクリートが、請求項１～２０のいずれか１項に記載のガラス
生産ユニットの焼結されたコンクリートに従うように、該供給原料が選択され、
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　該供給原料が、
　１．０重量％～６．０重量％の水硬性結合剤、並びに
　リン酸マグネシウム、リン酸鉄、リン酸ホウ素、リン酸カルシウム、リン酸アルミニウ
ム及びこれらの混合物から選択される、０．２５％超のリン酸塩、ここで、該リン酸塩は
該供給原料のリンの５０％超を提供する、
を含む、
前記方法。
【請求項２２】
　該供給原料が、該供給原料に基づく質量百分率で、
　ジルコン粒子の質量が、７５％超～９５％未満であり、及び／又は
　遊離ジルコニア粒子の質量が、１．０％超～２０．０％未満であり、及び／又は
　該供給原料中の水硬性結合剤の質量が、１．５％超～５．０％未満であり、及び／又は
　上記リン酸塩の質量が、０．３％超～１４．０％未満である、
　となるものである、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　該供給原料が、該供給原料に基づく質量百分率で、
　ジルコン粒子の質量が、９０％未満であり、及び／又は
　遊離ジルコニア粒子の質量が、５．０％超～１５．０％未満であり、及び／又は
　該供給原料中の水硬性結合剤の質量が、２．０％超～４．０％未満であり、及び／又は
　上記リン酸塩の質量が、１．０％超～５．０％未満である、
　となるものである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　該水硬性結合剤がセメントである、請求項２１～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　該セメントが、アルミナセメントである、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　該水硬性結合剤のアルミナ含有量が、５０％～８５％である、請求項２１～２５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２７】
　該リン酸塩が、Ｍｇ（ＰＯ３）２である、請求項２１～２６のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項２８】
　該供給原料中に存在する唯一のリン酸塩が、Ｍｇ（ＰＯ３）２．ｎＨ２Ｏ又はＦｅＰＯ

４．ｎＨ２Ｏ又はＢＰＯ４．ｎＨ２Ｏ又はＣａ２Ｐ２Ｏ７．ｎＨ２Ｏ又はＡｌＰＯ４．ｎ
Ｈ２Ｏであり、ｎ≧０である、請求項２１～２７のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、溶解ガラスと接触することを意図されるジルコン系の焼結されたコンクリー
ト（以下、焼結コンクリートとも云う）に関する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　本発明に従う焼結コンクリートはまた、以下の任意の好ましい特徴のうちの１つ以上を
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含みうる：
　ＺｒＯ２の含有量が、５７％超、好ましくは５８％超、好ましくは５９％超、好ましく
は６１％超、及び／又は６７％未満、好ましくは６５％未満、好ましくは６４．５％未満
、である；
　ＳｉＯ２の含有量が、２６％超、好ましくは２７％超、好ましくは２８％超、好ましく
は２９％超、及び／又は３７％未満、好ましくは３５％未満、好ましくは３３％未満、好
ましくは３１％未満、である；
　Ｐ２Ｏ５の含有量が、０．３％超、好ましくは０．４％超、好ましくは０．５％超、好
ましくは０．７％超、好ましくは０．９％超、及び／又は８．５％未満、好ましくは８％
未満、好ましくは７．５％未満、好ましくは７．０％未満、好ましくは６．５％未満、好
ましくは５．５％未満、好ましくは５．０％未満、好ましくは４．０％未満、好ましくは
３．０％未満、好ましくは２．８％未満、である；
　ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計、すなわちＣａＯ＋ＭｇＯ＋
Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２Ｏ３が、０．３％超、好ましくは０．４％超、好ましくは０．５％超、
好ましくは０．７％超、及び／又は９．５％未満、好ましくは９．０％未満、好ましくは
８．１％未満、好ましくは７．４％未満、好ましくは６．６％未満、好ましくは５．９％
未満、好ましくは５．１％未満、好ましくは４．７％未満、である；
　ＣａＯの含有量が、０．３％超、好ましくは０．４％超、好ましくは０．５％超、及び
／又は７．９％未満、好ましくは７．２％未満、好ましくは６．５％未満、好ましくは５
．８％未満、好ましくは５．０％未満、好ましくは４．２％未満、好ましくは３．７％未
満、好ましくは３．２％未満、である；
　Ａｌ２Ｏ３の含有量が、０．８％超、好ましくは１．０％超、好ましくは１．５％超、
及び／又は６．５％未満、好ましくは６．０％未満、好ましくは５．５％未満、好ましく
は５．０％未満、好ましくは４．５％未満、好ましくは４．０％未満、である；
　ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ３の含有量の合計、すなわちＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２

Ｏ３が、７．０％未満、好ましくは６．５％未満、好ましくは６．１％未満、好ましくは
５．７％未満、好ましくは５．３％未満、好ましくは４．８％未満、好ましくは４．４％
未満、好ましくは３．９％未満、好ましくは３．５％未満、好ましくは３．０％未満、好
ましくは２．５％未満、好ましくは２．１％未満、である；
　ＭｇＯ及びＢ２Ｏ３の含有量の合計、すなわちＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３が、４％未満、好まし
くは３．５％未満、好ましくは３％未満、好ましくは２．４％未満、好ましくは１．９％
未満、好ましくは１．３％未満、である；
　ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、Ｐ２Ｏ５、Ａｌ２Ｏ３、ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｂ２Ｏ３及びＦｅ２Ｏ

３以外の酸化物の含有量の合計、すなわちＺｒＯ２＋ＳｉＯ２＋Ｐ２Ｏ５＋Ａｌ２Ｏ３＋
ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｂ２Ｏ３＋Ｆｅ２Ｏ３以外の酸化物が、４．５％未満、好ましくは４．
０％未満、好ましくは３．５％未満、好ましくは３．０％未満、好ましくは２．５％未満
、好ましくは２％未満、好ましくは１．５％未満、である；
　好ましくは、Ｎａ２Ｏの含有量が、０．７％未満、好ましくは０．５％未満、好ましく
は０．３％未満、好ましくは０．１％未満、である；
　結晶相に基づく質量によるジルコンの含有量が、７５％超、好ましくは８０％超、好ま
しくは８５％超、又はさらには９０％超、又はさらには９５％超、である；
　遊離ジルコニアが、他の結晶相の１つである；
　一つの実施態様において、結晶相が、９５質量％超について、好ましくは９８質量％超
について、好ましくは実質的に１００質量％、ジルコン及び遊離ジルコニアである；
　焼結コンクリートの見掛け密度が、３．３０ｇ／ｃｍ３超、好ましくは３．４０ｇ／ｃ
ｍ３超、好ましくは３．５０ｇ／ｃｍ３超、好ましくは３．６０ｇ／ｃｍ３超、及び／又
は３．９０ｇ／ｃｍ３未満、好ましくは３．８０ｇ／ｃｍ３未満、好ましくは３．７０ｇ
／ｃｍ３未満、である；
　焼結コンクリートの見掛け気孔率が、１０％超、好ましくは１５％超、及び／又は２５
％未満、好ましくは２０％未満、である；
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　焼結コンクリートがブロックの形態であり、そのすべての寸法が１ｍｍ超、５ｍｍ超、
５ｃｍ超であり、そのすべての寸法が好ましくは１５０ｃｍ未満であり、これは好ましく
は、１ｋｇ超、５ｋｇ超、１０ｋｇ超、又はさらには１００ｋｇ超の質量を有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　第１の好ましい実施態様において、特には、供給原料中に存在する唯一のリン酸塩が、
リン酸マグネシウム、好ましくはＭｇ（ＰＯ３）２、である場合、焼結コンクリートは、
酸化物に基づく質量百分率で、且つ合計１００％で、下記の平均化学組成：
　ＺｒＯ２：５５～７０％、
　ＳｉＯ２：２５～４０％、
　ＣａＯ：０．２～３．０％、
　Ａｌ２Ｏ３：０．５～７．０％、
　ＭｇＯ：０．１～３．０％、
　Ｐ２Ｏ５：０．３～９．０％、
　他の酸化物、すなわちＺｒＯ２、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ及びＰ２Ｏ５

以外の酸化物：＜５．０％
を有し、且つ結晶相の質量に基づく質量百分率で７０％超のジルコンを含有する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　詳細に、かつこれが本発明を限定することなく、上記部材は、
　平板ブロック、
　床スラブ、
　上部構造部材、
　供給チャネルのチャネルブロック、
　バーナーユニット、
　消耗品、例えば、チューブ、プランジャー、撹拌器、回転子、オリフィスリング、注ぎ
口、
　ダンナー（Ｄａｎｎｅｒ）法に従うガラス管の製造において使用されるマンドレル、
　電極ホルダーブロック
でありうる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　生コンクリートの固体への硬化によって得られた固体塊は、「硬化されたコンクリート
」（以下、硬化コンクリートとも云う）として知られている。硬化コンクリートは、従来
、マトリックスによって結合された１５０μｍ～２５ｍｍの径の粗粒子の集まりで構成さ
れており、上記マトリックスは、活性化後、供給原料の固体への硬化の間に、得られた粗
粒子間の連続構造をもたらす。焼結後、硬化コンクリートは、「焼結されたコンクリート
」として知られている。
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【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　下記の表１は、各実施例について、供給原料の組成、工程ｂ）において使用された水の
量、及び振動によるコンクリートの敷設の実現性をまとめている。（但し、実施例２は、
本発明外である）
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　表１は、１．９％及び２．９％に等しい量のＭｇ（ＰＯ３）２の存在が、振動鋳造可能
なままである生コンクリートの挙動をわずかに変更させることを示している。他方、ポリ
リン酸ナトリウムの添加は、振動鋳造を可能にしない。（但し、実施例２は、本発明外で
ある）
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